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注意事項: ノート・辞書・参考書・教科書・コピー・電卓の使用を禁ず.

解答用紙のみを提出し, 問題用紙は持ち帰ること.

全問について答えよ. 「答えのみでよい」と書かれていない問題に
ついては, 証明をつけること.

問題 1.

次の各問いに答えよ.

(1) 命題 p, q, rに対して, 真理表を用いて次を示せ.

((p ∨ q) → r) ⇐⇒ (p → r) ∧ (q → r)

(2) a⃗1, a⃗2, a⃗3 ∈ R3が線形独立であるとは, どんな c1, c2, c3 ∈ Rに対し
ても, c1a⃗1 + c2a⃗2 + c3a⃗3 = 0⃗ならば, c1 = c2 = c3 = 0となること
をいう. a⃗1, a⃗2, a⃗3 ∈ R3が線形独立であることの定義とその否定を,

論理記号を用いて表せ (答えのみでよい).

問題 2.

R[X]をXを変数とする実係数多項式全体のなす集合とする. f(X), g(X) ∈
R[X]に対して,

f(X) ∼ g(X) ⇔
定義

f(X)− g(X)が (X2 + 1)で割り切れる

と定める. f(X)を f(X)を代表元とする∼に関する同値類とする. 次
の問いに答えよ.

(1) 次が正しいか正しくないかについて答えよ (答えのみでよい).

(a) 3X2 + 4X + 1 ∼ X2 + 4X − 2

(b) X3 +X2 +X + 1 ∼ X3 −X2 +X + 1

(2) ∼が同値関係であることの定義を述べよ (答えのみでよい).

(3) 任意の f(X), g(X), h(X) ∈ R[X]に対して, f(X) ∼ g(X), g(X) ∼
h(X)ならば f(X) ∼ h(X)を示せ.

(4) 同値類 f(X)の定義を述べよ (答えのみでよい).

(5) f(X), g(X) ∈ R[X]に対して,

f(X) · g(X) := f(X)g(X)

と定義する. この定義がwell-definedであることを示せ.



問題 3.

X, Y を集合とする. 次の各問いに答えよ.

(1) Xと Y の濃度が等しいことの定義を述べよ (答えのみでよい).

(2) 次の集合がたかだか可算集合となるかどうか答えよ (答えのみでよ
い).

(a) Q.

(b) {f : N → R}.
(c) N× N× N
(d) M3(Z) := {A : Aは整数値 3次行列 }

(3) 集合の濃度に関するBernsteinの定理を述べよ (答えのみでよい).

(4) Aを 2の正整数巾乗全体, すなわち

A := {2n : n ∈ N}

とする. 定義に基づいて#A = #Nを示せ.

以下余白 計算用紙として使ってよい.


